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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

９
月
も
今
日
で
終
わ
り
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
い
て
い
ま
す
。
昨
年
は
こ

の
時
期
に
は
、
ウ
ォ
ー
タ
サ

ー
バ
に
よ
る
飲
料
水
の
提
供

が
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
ま
だ
提
供
が
あ
っ
て

い
ま
す
。
外
務
社
員
に
は
、

水
分
補
給
が
重
要
で
す
の
で

長
期
間
の
提
供
を
お
願
い
し

た
い
も
の
で
す
。 

 

９
月
２
０
日
（
土
）
長
崎

県
勤
労
福
祉
会
館
４
階
大
会

議
室
に
お
い
て
「
長
崎
県
労

連
第
３
８
回
定
期
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
支
部
か
ら
も
山

田
支
部
長
が
代
議
員
と
し
て

出
席
し
ま
し
た
。 

大
会
は
山
岸
県
労
連
副
議

長
の
開
会
挨
拶
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
大
会
議
長
に
は
医
労

連
の
中
村
代
議
員
、
建
交
労

の
飯
田
代
議
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

議
長
挨
拶
は
、
鳥
巣
県
労

連
議
長
が
体
調
不
良
で
欠
席

の
た
め
、
大
石
副
議
長
が
議

長
挨
拶
を
代
読
し
ま
し
た
。 

続
い
て
の
来
賓
あ
い
さ
つ

で
は
全
労
連
よ
り
清
岡
副
議

長
が
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
５
月
８
日
に
和
解

と
い
う
形
で
終
結
し
た
「
協

和
商
工
過
労
自
死
裁
判
」
の

原
告
か
ら
も
裁
判
支
援
へ
の

御
礼
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

祝
電
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、

各
委
員
会
報
告
と
続
き
、
議

事
に
移
り
ま
し
た
。
馬
場
事

務
局
次
長
が
議
案
の
提
案
を

行
い
、
休
憩
を
挟
み
質
疑
討

論
へ
と
移
っ
て
い
き
ま
し
た
。

質
疑
討
論
で
は
、
各
組
合
か

ら
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
発
言
を
一
部
紹
介
し

ま
す
。 

 

〇
ラ
ラ
コ
ー
プ
労
組 

２
５
春
闘
で
は
ス
ト
ラ
イ

キ
を
見
据
え
た
運
動
を
展
開

し
、
半
日
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実

施
し
た
。
成
果
は
上
が
ら
な

か
っ
た
が
、
次
年
度
に
繋
が

る
ス
ト
ラ
イ
キ
と
な
っ
た
。 

最
賃
の
た
た
か
い
で
は
、

意
見
書
を
提
出
し
、
意
見
陳

述
を
行
っ
た
。 

 

〇
高
教
組 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、

執
行
役
員
会
な
ど
も
欠
席
者

が
多
く
、
組
合
活
動
が
停
滞

し
て
い
た
。 

互
い
に
協
力
し
て
会
議
を

い
か
に
つ
く
る
の
か
議
論
す

る
中
で
昨
年
度
よ
り
前
進
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
組

合
へ
の
加
入
も
増
え
て
い
る
。 

 

〇
自
治
労
連 

年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
に

よ
り
、
受
給
額
が
少
し
上
が

っ
た
が
、
中
に
は
非
課
税
枠

か
ら
課
税
対
象
枠
に
な
り
、

逆
に
負
担
が
増
え
る
年
金
受

給
者
が
い
る
。
こ
の
よ
う
な

年
金
受
給
者
が
市
役
所
の
窓

口
相
談
に
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。 

 
〇
郵
政
ユ
ニ
オ
ン 

最
賃
の
た
た
か
い
を
報
告 

「
８
月
５
日
意
見
書
を
提
出

し
、
８
月
１
３
日
の
第
２
回

長
崎
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

で
佐
田
執
行
委
員
が
労
働
者

側
の
代
表
参
考
人
と
し
て
意

見
陳
述
を
行
っ
た
。 

陳
述
で
は
、
目
安
通
り
６

４
円
の
引
き
上
げ
だ
と
、
郵

政
最
賃
は
６
０
円
し
か
上
が

ら
な
い
。
あ
と
１
４
円
長
崎

県
が
独
自
に
１
４
円
上
乗
せ

し
た
ら
、
郵
政
最
賃
は
８
０

円
上
が
る
事
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。
審
議
会
で
は
、
我
々

の
訴
え
た
金
額
と
同
額
の
７

８
円
を
引
き
上
げ
る
答
申
が

出
さ
れ
、
支
部
と
し
て
は
意

見
陳
述
を
行
っ
た
甲
斐
が
あ

っ
た
」
と
発
言
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
不
適
切
点
呼
問
題

で
の
職
場
の
状
況
も
あ
わ
せ

て
発
言
し
ま
し
た
。 

休
憩
を
挟
み
県
労
連
幹
事

会
が
ま
と
め
の
答
弁
を
行
い

ま
し
た
。 

〇
ま
と
め
の
答
弁 

今
大
会
の
発
言
者
は
１
１

人
で
女
性
の
参
加
率
は
５
０

人
中
１
２
人
の
２
４
％
と
な

り
、
３
割
に
は
届
か
な
か
っ

た
。 

発
言
に
あ
っ
た
組
織
拡
大

に
つ
い
て
は
、
数
は
力
に
な

る
の
で
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
医
療
、
介

護
の
現
場
の
大
幅
賃
上
げ
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
取
り
組

む
、
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
議
案
の
採
決
で

は
、
第
１
号
議
案
、
第
２
号

議
案
共
に
満
場
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

続
く
役
員
選
挙
で
は
全
員

が
信
任
さ
れ
、
新
旧
役
員
挨

拶
で
は
、
今
期
で
退
任
さ
れ

る
自
交
総
連
の
松
永
幹
事
が

「
組
織
拡
大
を
ぜ
ひ
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。 

議
事
が
全
て
終
了
し
、
議

長
団
退
任
の
あ
と
は
、
溝
口

県
労
連
副
議
長
が
閉
会
挨
拶

を
行
い
、
最
後
は
新
し
く
議

長
と
な
っ
た
山
岸
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４５８３ 

`２５年9 月３０日（火） 

℡･Fax 095-828-1953 

文責  支部書記長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


